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会　計　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一 般 会 計 47億5363万円【2.2％増】 47億2869万円【2.7％増】 2494万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 1億9595万円【2.6％減】 1億9569万円【2.6％減】 26万円

簡 易 水 道 事 業 4億7927万円【7.7％増】 4億7818万円【7.7％増】 109万円

後期高齢者医療 　7215万円【4.7％減】 7208万円【4.5％減】 7万円

　令和４年度決算認定は、12月定例会で可否（認定・不認定）を決定しますので、採決結果は次号（第143号）の議会

だよりでお知らせします。

令和４年度各会計収支（歳入・歳出）一覧　※カッコ内は前年度比

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
決
算

認
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
委
員
会
に
付
託
し
審
査
す
る
こ
と
を
決
め
、
９
月
22
日
に
「
令
和
４
年
度
各

会
計
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
３
日
か
ら
決
算
書
等
の
説
明
や
質
疑
を

行
っ
た
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
会
計
を
『
認
定
す
べ
き
も
の
』
と
決
定
し
、
４
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
の
審
査
報
告
書
は
、
12
月
下
旬
開
催
予
定
の
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
提
出
し
ま
す
。

　９月22日・９月22日・
10月３～４日10月３～４日

決算特別委員会決算特別委員会
令和４年度令和４年度

一般会計  支出（歳出）合計
47億2869万円

一般会計  支出（歳出）合計
47億2869万円

支出
（歳出）

諸支出金等　1億7662万円

農林水産業費　3億5025万円

議会費　5653万円議会費　5653万円

議会運営に要したお金

庁舎管理や地域振興などに要したお金

総務費　8億8406万円総務費　8億8406万円

民生費　10億6159万円

高齢者・障がい者福祉や保育園、
児童手当などに要したお金

衛生費　5億765万円

予防接種、健診、ごみ処理
などに要したお金

農業振興や、有害鳥獣対策などに要したお金

商工費　3億4577万円

商工会・観光協会への補助金やふ
るさと納税の返礼品などに要した
お金

土木費　3億1010万円

道路整備や除雪などに要したお金

返済金（公債費）4億6689万円

町の借金（町債）の返済に充てたお金

町の貯金（基金）に積み立てたお金

学校の運営や教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要したお金

教育費　3億5166万円教育費　3億5166万円

消防の運営や防災無線の管理
などに要したお金

消防費　2億1757万円消防費　2億1757万円

前年度比約２億３千万円の増前年度比約２億３千万円の増

25億3千万円25億3千万円



3 議会だより にき議会だより にき  no.142no.142      令和５年11⽉９⽇発⾏令和５年11⽉９⽇発⾏    

令和４年度

依

財

存

源

収入
（歳入）

自主

財源

一般会計  収入（歳入）合計
47億5363万円

一般会計  収入（歳入）合計
47億5363万円

令和２年度

令和３年度

令和４年度

◆借入金（地方債）残高の推移〈一般会計〉

令和４年度は、町の借金が前年度比395万円の微

増となりました。

町の貯金（基金）は令和元年度以降増えており、

令和４年度は前年度比２億2602万円の増となりま

した。

令和２年度

令和３年度

令和４年度

◆貯金（基金）残高の推移〈一般会計〉

住民税、固定資産税、軽自動車税などにより得たお金
町税　3億4558万円町税　3億4558万円

令和３年度決算で繰り越されたお金
繰越金　4651万円繰越金　4651万円

寄附金　4億6733万円

ふるさと納税等で寄附されたお金

町民センターなどにおける施
設使用料や各種証明発行手数
料などにより得たお金

使用料及び手数料　使用料及び手数料　
6651万円6651万円

自治体間の格差を無くすため、国
から交付されたお金

地方交付税地方交付税
20億7952万円20億7952万円

国からの補助金など使い道が
特定されているお金

国庫支出金国庫支出金
5億8850万円5億8850万円

道からの補助金や委託
金などにより得たお金

道支出金道支出金
3億3606万円3億3606万円

国などから借りたお金

借入金（町債）借入金（町債）
4億5382万円4億5382万円

ガソリン税など特定の税収の一部を国が町に譲与したお金

消費税など税収の一部を国が町に交付したお金

地方譲与税　4174万円地方譲与税　4174万円

その他の交付金　1億536万円その他の交付金　1億536万円

決算 貯金(基金)残高貯金(基金)残高

ペペペペページジジジジジはは次次次ペ次ペ次ペ次ペ次ペペペ次次 ージージジジジははははは 決決決決算算特特特特 委委員会会会会のの 査査査内内内内決決決決決決決決算算算算算算算算特特特特特特特特別別別別別別別別委委委委委委委委員員員員員員員会会会会会会会会ののののの審審審審審審審審査査査査査査査査内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容

土地貸付などによる財産収入
や基金からの繰り入れなどに
より得たお金

その他の収入
　1億5156万円　1億5156万円

建物等の保険還付金などによ
り得たお金

諸収入　7114万円諸収入　7114万円

{

{
25億3千万円

１８億６８７５万円

２３億　４１０万円

２５億３０１２万円２５億３０１２万円

３１億９１９４万円

３２億８６０５万円

３１億９５８９万円３１億９５８９万円
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徹底審査徹底審査
ここでは、各会計決算特別委員会で
行われた質疑や各委員からの提言を
要約してお知らせします。

令和４年度決算令和４年度決算

 
委員会での質問数委員会での質問数

　   135135 回 回

　
　
　
　

大
江
団
地
の
空

　
　
　
　

家
の
除
雪
は
町

の
職
員
が
実
施
し
て
い
る

が
、
危
険
が
伴
う
た
め
委

託
し
て
は
ど
う
か
。　
　

　
　
　
　
　

管
内
の
平
屋

の
町
営
住
宅
の
除
雪
状
況

に
つ
い
て
確
認
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
営
住
宅
維
持
管
理
経
費

土木費

大
江
団
地
の
空
き
家
の
除
雪
は

屋根の上の除雪は特に危険が伴います

建
設
課
長

総務費

購
入
金
額
は
適
正
か

　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
会

　
　
　
　

議
用
の
中
古

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
６
台
の

購
入
費
が
約
51
万
円
と

な
っ
た
背
景
は
。

　
　
　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス

対
策
や
、
О
Ｓ
が
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
11
で
あ
る
こ
と
、

作
業
効
率
等
を
考
慮
し
た

際
に
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ッ

ク
が
必
要
な
た
め
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業　

情
報
通
信
事
業

オンライン会議の回数は多くなりました

山 内

情
報
防
災
係
長

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の
取
組
は

仁
木
町
新
戦
略
作
物
導
入
支
援
事
業

農水費

定植本数は増加しています

　
　
　
　

令
和
３
年
度
か

　
　
　
　

ら
本
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
町
内
の

栽
培
面
積
と
定
植
本
数
は
。

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度

は
３
７
３
ア
ー
ル
で
、
１

１
２
１
本
増
加
し
、
令
和

４
年
度
は
さ
ら
に
６
１
４

ア
ー
ル
で
、
１
８
４
０
本

増
加
し
た
。

農
政
係
長 嶋 田嶋 田

商工費

ワ
イ
ン
バ
ス
の
運
行
は

ワ
イ
ン
産
地
持
続
化
事
業

ワインのPR事業として定着しつつあります

　
　
　
　

利
用
人
数
と
、

　
　
　
　

利
用
し
た
方
の

町
内
で
の
消
費
額
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年

度
の
利
用
者
は
２
６
３
名

で
あ
る
。

町
内
で
の
消
費
額
に
つ
い

て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
見
る
と
５
千
円
〜
１

万
円
が
50
％
を
超
え
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

産
業
課
主
幹

総務費

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
係
経
費

町の広報には毎月活動報告が掲載されています

　
　
　
　

６
名
の
隊
員
が

　
　
　
　

い
る
が
、
活
動

を
町
民
に
示
す
こ
と
を
求

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

広
報
等
の

他
、
令
和
４
年
度
か
ら
は

イ
ン
ス
タ
で
の
周
知
も
開

始
し
た
。
町
民
向
け
の
Ｐ

Ｒ
の
機
会
は
今
後
も
ど
ん

ど
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
。

野 崎野 崎

未
来
創
生
係
長

木 村木 村 前 田前 田
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職
員
は
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

　
　
　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
、
歳
入
の
要
で

あ
る
町
税
の
確
保
に
向
け
、

徴
収
努
力
の
成
果
に
よ
り
、

滞
納
状
況
が
大
幅
に
改
善
し

て
い
る
。
今
後
も
適
切
な
徴

収
対
策
を
講
じ
、
滞
納
解
消

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
税
以
外
の
歳
入
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
約

１
千
万
円
の
減
収
と
な
っ
た
。

本
町
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

町
財
政
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
引
き
続

き
本
町
の
特
性
を
活
か
し
た

返
礼
品
の
確
立
を
目
指
し
、

寄
附
金
の
増
収
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
奨
学
金
返
還
金
等

に
お
い
て
、
調
定
事
務
の
一

部
に
遅
れ
が
見
ら
れ
た
。
今

後
に
お
い
て
は
、
適
正
な
執

行
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
、
国
民
健
康

保
険
財
政
調
整
基
金
は
令
和

４
年
度
に
約
１
千
３
百
万
円

の
取
崩
し
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
の
基
金
残
高
は
約
１
億

２
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
基
金
残
高
の
推
移
に

注
視
し
、
健
全
な
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

国
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感
染
症
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
経
済
活
動

は
回
復
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、

物
価
高
騰
に
よ
り
、
住
民
生

活
や
地
域
経
済
に
も
様
々
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
個
人
消
費

の
落
ち
込
み
や
所
得
の
減
少

な
ど
、
社
会
全
体
が
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

経
済
危
機
に
直
面
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

全
て
の
町
民
が
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
を

目
指
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
本
町
の
お
か
れ
て
い
る
厳

し
い
財
政
状
況
を
し
っ
か
り

と
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
。

監
査
委
員　

原
田　
　

修

監
査
委
員　

今
井　

聡
裕

各
会
計
決
算
審
査
意
見
書
︵
抜
粋
︶

繰
入
金
減
額
の
理
由
は

国
民
健
康
保
険
事
業

国保特会

　
　
　
　

一
般
会
計
繰
入

　
　
　
　

金
が
下
が
っ
た

要
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　

一
番
大

き
い
要
因
は
、
市
町
村
の

責
に
よ
ら
な
い
理
由
に
基

づ
い
て
交
付
さ
れ
る
財
政

安
定
化
繰
入
金
の
減
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

一般会計繰入金は約１千万円の減額となりました

上 村上 村

国
保
医
療
係
長

シ
ー
ズ
ン
券
の
利
用
は

ス
キ
ー
リ
フ
ト
券
支
給
事
業
経
費

教育費

　
　
　
　

町
内
の
小
学
１

　
　
　
　

年
生
に
シ
ー
ズ

ン
券
を
無
料
配
布
し
て
い

る
が
、
利
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

20
名
に
配

布
し
た
が
、
利
用
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

聞
き
取
り
や

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
事
業
効

果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

どのくらい利用されているのでしょうか

生
涯
学
習
係
長

教
育
次
長

令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

令
和
５
年
９
月
22
日
に
第
１
回
目
の
委
員
会
を

開
催
し
、
10
月
３
日
及
び
４
日
に
実
質
審
査
を

行
い
、
以
下
の
２
項
目
の
提
言
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　

町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
提
言
を
尊
重

し
必
要
な
予
算
措
置
等
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１　

業
務
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て

　

業
務
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
書
類
の
管
理

も
含
め
、
現
状
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

不
備
の
無
い
よ
う
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

特
に
書
類
管
理
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な
管
理

に
努
め
る
と
共
に
、
管
理
体
制
の
再
検
証
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
発
生
時
や
捕
獲
時

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
町
民
で
考
え
方

に
乖
離
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
役
割
も
含
め
、
条

例
や
規
則
に
基
づ
い
た
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
、
広
報

等
で
の
積
極
的
な
周
知
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 提　

言　

書

　

各
会
計
決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
仁
木
町
議
会
と

し
て
左
記
の
提
言
書
を
町
側
へ
提
出
し
ま
し
た
。

佐 藤佐 藤
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９月22日９月22日

第　回定例会第　回定例会
令和５年令和５年

３３

新体制による新体制による

　　　　 初の定例会　　　　 初の定例会

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
３
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

に
き
保
育
園
の
園
児
等
の
管

理
シ
ス
テ
ム
導
入
補
助
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
秋
接
種
に
関
わ
る
接

種
委
託
料
、
銀
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
づ
く
り
に
向
け

た
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
員
へ

の
謝
礼
金
や
、
温
度
制
御
付

き
育
苗
ハ
ウ
ス
導
入
補
助
金

等
に
よ
る
追
加
補
正
等
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

補正額 予算総額

・一般会計（４回目の補正）

   1959万4000円増  54億8401万9000円

　

関
井
教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
教
育

委
員
に
𠮷
本
峰
也
さ
ん
を
任

命
す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員

賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

𠮷よ
し

本も
と

峰た
か

也や  

さ
ん

◆
教
育
委
員
会
委
員

（
北　

町
）

　

第
３
回
定
例
会
は
︑

第
３
回
定
例
会
は
︑
９９
⽉⽉
2222
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
決
算
認
定
︑
補
正
予
算
︑
規
約
変
更
︑
⼈
事
案
件
が
上
程
さ
れ
︑
決
算

 

町
か
ら
︑
決
算
認
定
︑
補
正
予
算
︑
規
約
変
更
︑
⼈
事
案
件
が
上
程
さ
れ
︑
決
算

認
定
を
除
く
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
︒
︵
決
算
認
定
は
︑
特
別
委
員
会
を
設

認
定
を
除
く
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
︒
︵
決
算
認
定
は
︑
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
付
託
︶
ま
た
︑
令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
⽐
率
及
び
資
⾦
不

置
し
て
付
託
︶
ま
た
︑
令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
⽐
率
及
び
資
⾦
不

⾜
⽐
率
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
︒

⾜
⽐
率
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
︒

 

議
員
か
ら
は
︑
３
件
の
意
⾒
書
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
⼀
般
質
問

 

議
員
か
ら
は
︑
３
件
の
意
⾒
書
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
⼀
般
質
問

で
は
︑
２
⼈
の
議
員
が
登
壇
し
︑
町
⻑
に
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
︒

で
は
︑
２
⼈
の
議
員
が
登
壇
し
︑
町
⻑
に
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
︒

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

今
回
は
９
月

20
日
か
ら
秋
接
種
と
い
う
こ

と
で
、
１
番
世
界
的
に
流

行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Ｘ

Ｂ
Ｂ
株
に
対
し
て
有
効
で
あ

る
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
ワ
ク
チ
ン
を

使
っ
て
い
る
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
　
　

全
国
的
に
新
型

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
が

増
加
・
拡
大
し
て
い
る
傾
向

に
あ
る
が
、
今
回
の
ワ
ク
チ

ン
は
前
回
の
も
の
と
ど
う
違

う
の
か
。 佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

今
回
の
対
象

は
生
後
６
か
月
以
上
で
あ
り
、

大
人
は
過
去
に
最
低
２
回

打
っ
て
い
れ
ば
対
象
と
な
る
。

幾
つ
か
の
年
齢
で
分
け
て
、

接
種
対
象
者
と
過
去
の
接
種

率
を
勘
案
し
た
予
定
接
種
率

か
ら
算
出
し
、
合
計
で
２
３

０
３
人
分
を
予
算
と
し
て
み

て
い
る
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
　
　

今
回
の
委
託
料

　
　
　
　
　

は
予
算
上
、
何

名
分
に
な
る
の
か
。
内
容
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

10
月
の
広
報

で
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
他
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
、
保
健
師
や

栄
養
士
が
行
っ
て
い
る
教
室

等
、
色
々
な
場
面
で
周
知
を

し
、
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
働
き
か
け

を
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
　
　

季
節
性
の
イ
ン

　
　
　
　
　

フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
防
ぐ
た
め
の
広
報
活
動

は
。

佐 藤佐 藤
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告

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち

※黒字のため、算定されません。

令和２年度 令和３年度 令和４年度
－ － －

◆実質赤字比率（早期健全化基準15.0）
・財政運営の深刻度を示すものです。

令和２年度 令和３年度 令和４年度
－ － －

◆連結実質赤字比率（早期健全化基準20.0）

※黒字のため、算定されません。

・一般会計と特別会計を合算し運営の深刻度を
　示すものです。

令和２年度 令和３年度 令和４年度
9.8 9.2 9.2

◆実質公債費比率（早期健全化基準25.0）
・資金繰りの危険度を示すものです。

令和２年度 令和３年度 令和４年度
－ － －

◆将来負担比率（早期健全化基準350.0）
・将来財政を圧迫する可能性を示すものです。

決
算
認
定

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及

び
３
特
別
会
計
（
国
民
健
康

保
険
事
業
・
簡
易
水
道
事

業
・
後
期
高
齢
者
医
療
）
の

決
算
認
定
は
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
付
託
し
、
閉
会

中
に
審
査
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
各
会
計

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

上
村
智
恵
子

副
委
員
長　

宮
本　

幹
夫

特
別
委
員
会
を
設
置
し

閉
会
中
に
審
査

※
議
長
を
除
く
、
８
名
の
委
員
に
よ

り
構
成

※
関
連
記
事
２
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
を
変
更
す
る

た
め
の
協
議
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年

度
と
同
値
、
そ
の
他
の
比
率

は
黒
字
と
な
り
、
依
然
と
し

て
健
全
な
水
準
を
保
っ
て
お

り
、
今
後
も
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

銀
山
地
区
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

銀
⼭
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
︑
特
⾊
あ

る
活
動
が
持
続
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
⼀
⽅
で
︑
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
各
施
設
の
⽼
朽
化
も

進
む
な
ど
︑
多
く
の
課
題
が
⼭
積
し
て
い
ま
す
︒

 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
︑
こ
れ
ら
の
課
題
を
地
域
と

⾏
政
が
⼀
緒
に
な
っ
て
︑
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
︑
⾃
主
的
な
活
動
を
⽀
援
し
︑
銀
⼭
地
区
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
︒

 

当
⽇
は
23
名
が
参
加
さ
れ
︑
町
か
ら
地
域
の
状
況
に
つ

い
て
話
題
提
供
や
今
後
の
検
討
に
向
け
て
の
考
え
⽅
を
お

話
し
し
︑
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
も
多
く
の
ご
意
⾒
を
頂
戴

し
ま
し
た
︒

　

小
中
一
貫
教
育
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

令
和
８
年
度
に
導
⼊
す
る
⼩
中
⼀
貫
教
育
の
実
現
に
向

け
︑
北
海
道
の
事
業
で
あ
る
学
校
種
間
連
携
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
活
⽤
し
︑
後
志
教
育
局
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
受

け
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

 

銀
⼭
地
区
義
務
教
育
学
校
は
︑
⼩
学
校
と
中
学
校
間
の

接
続
を
円
滑
に
す
る
た
め
︑
現
⾏
の
﹁
６
ー
３
制
﹂
か
ら

﹁
４
ー
３
ー
２
制
﹂
に
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
︒

 

校
舎
分
離
型
の
⼩
中
⼀
貫
教
育
を
⽬
指
す
仁
⽊
地
区
の

⼩
中
学
校
に
つ
い
て
は
︑
９
年
間
を
通
じ
た
指
導
計
画
や

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
に
向
け
て
進
め
て
い
ま
す
︒

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

地
方
公
共
団
体

　
　
　
　
　

の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
目
的
と

背
景
は
。

　
　
　

財
政
の
健
全
性
に

関
す
る
比
率
の
公
表
の
制
度

を
設
け
、
当
該
比
率
に
応
じ

て
地
方
公
共
団
体
が
財
政
の

早
期
健
全
化
及
び
財
政
の
再

生
並
び
に
公
営
企
業
の
経
営

の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
計

画
を
策
定
す
る
制
度
を
定
め

る
こ
と
等
で
あ
り
、
夕
張
市

の
財
政
破
綻
に
よ
り
法
律
が

変
わ
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

町　

長

　
　
　
　
　

こ
の
４
つ
の
比

　
　
　
　
　

率
の
う
ち
、
1

つ
で
も
基
準
を
超
え
る
と
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

財
政
健
全
化
計

画
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
は
道
と
の
同

意
等
が
必
要
に
な
り
、
勝
手

な
財
政
運
営
が
で
き
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

財
政
課
長 佐 藤佐 藤佐 藤佐 藤
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第　回定例会第　回定例会
令和５年令和５年

３３

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社

会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意

見
書

　
　

提
出
議
員　

佐
藤　

秀
教

　
　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

　国立病院の国立病院の

　　　　 機能強化を　　　　 機能強化を要望要望

▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業

・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

野
崎　

明
廣

　
　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

　

本
道
の
森
林
は
全
国
の
森

林
面
積
の
約
４
分
の
１
を
占

め
、
国
土
保
全
、
地
球
温
暖

化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
は
、
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

　

森
林
を
将
来
の
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
環
境
へ
の
負
荷
の

少
な
い
循
環
型
社
会
を
形
成

国民の命と健康を守れ！国民の命と健康を守れ！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

▼
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

前
田　

春
奈

　

戦
後
最
悪
と
い
え
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
日
本

の
医
療
体
制
の
ぜ
い
弱
さ
が

浮
き
彫
り
と
な
り
、
医
療
崩

壊
の
危
機
に
直
面
す
る
事
態

と
な
っ
た
。

　

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

の
は
国
の
責
務
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
全
都
道
府
県
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
、
国

立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
及
び
国
立
病
院
機
構
病

院
が
新
興
感
染
症
対
策
な
ど

採
算
の
取
れ
な
い
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
系
医
療
に
お
い

て
中
心
的
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
機
能
強
化
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
も
の
で
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

活
力
の
あ
る
森
林
づ
く
り
や

活
力
の
あ
る
森
林
づ
く
り
や

　
　
　
　

 

道
産
木
材
の
利
用
を

道
産
木
材
の
利
用
を
要
望
要
望

重症化を防ぐためにワクチンの接種を

町有林も定期的に更新しています

す
る
た
め
、
活
力
あ
る
森
林

づ
く
り
や
道
産
木
材
の
利
用
、

防
災
・
減
災
対
策
を
さ
ら
に

進
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海

道
の
実
現
に
資
す
る
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充

実
・
強
化
を
要
望
す
る
も

の
で
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
関
係
機

関
に
提
出
し
ま
し
た
。



9 議会だより にき議会だより にき  no.142no.142      令和５年11⽉９⽇発⾏令和５年11⽉９⽇発⾏    ペペペペペページジジジジはは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次次 ージージジジジははははは 佐 上上上上上上上上村村村佐佐佐佐佐佐佐佐藤藤藤藤藤藤藤藤議議議議議議議議員員員員員員員・上上上上上上上上村村村村村村村村議議議議議議議議員員員員員員員員

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第３回定例会の一般質問には、２人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第３回定例会）　　　（第３回定例会）

地域力創造アドバイザー制度の活用成果は

佐藤　秀教　議員
10

さとう ひでのり

熱中症に関する対策は

上村智恵子　議員
11

うえむら ちえこ

ＪＲ在来線の存続問題について



議会だより にき議会だより にき  no.142no.142      令和５年11⽉９⽇発⾏令和５年11⽉９⽇発⾏ 10

一　般　質　問 

佐藤　秀教 議員
さとう  ひでのり

問

地
域
力
創
造
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活

用
す
る
具
体
的
な
目
的
は
。

町
長
関
係
人
口
の
創

出
、
観
光
振

興
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
な

ど
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
、
現
状
や
対
策
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
助
言
を
い
た
だ

き
、
民
間
企
業
と
の
連
携
を

通
じ
た
事
業
展
開
や
人
材
育

成
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

アドバイザーを活用した成果は

町長 地域課題解決の取組を実施した

　市町村が、地域力創造のための外部専門家を招へい

して、地域独自の魅力や価値を向上させる取組を行う

場合、外部専門家に関する経費を総務省が支援する制

度です。

ニキボーのなになに？

地域力創造アドバイザー制度とは

問
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に

き
の
道
の
駅
構
想
で

は
、
今
年
度
役
場
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ

せ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
名
を

加
え
て
今
年
度
中
に
基
本
構

アドバイザーが講師のワインセミナーも開催されました

問
人
事
評
価
制
度
は
、

組
織
全
体
の
士
気
の

町
長
職
員
は
民
間

的
発
想
や
視

点
、
そ
う
い
う
も
の
を
養
う

機
会
が
多
く
な
い
。
そ
う
い

う
意
味
で
公
務
員
に
求
め
ら

れ
る
役
割
と
い
う
の
は
以
前

よ
り
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る

が
、
そ
れ
に
対
応
で
き
な
け

高
揚
や
公
務
の
能
率
の
向
上

を
挙
げ
て
い
る
が
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
て
そ

の
効
果
が
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

れ
ば
地
方
創
生
が
図
れ
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活

用
し
て
２
年
経
過
す
る
が
、

今
養
っ
た
こ
と
が
若
い
職
員

も
含
め
て
将
来
的
に
発
揮
さ

れ
る
こ
と
を
長
い
ビ
ジ
ョ
ン

で
み
て
い
る
。

想
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ひ
と

り
が
、
今
年
度
自
己
都
合
に

よ
り
辞
退
さ
れ
た
。
そ
の
影

響
は
な
い
か
。

町
長
現
在
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を

総
勢
９
名
で
立
ち
上
げ
様
々

な
地
域
に
視
察
に
行
き
、
研

修
を
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
１
名
が
退
任
さ
れ

た
こ
と
で
、
代
替
と
し
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
な
部
分

は
、
行
政
と
し
て
も
認
識
し

て
い
る
。

　

そ
れ
を
補
う
た
め
、
観
光

庁
の
「
広
域
周
遊
観
光
促
進

の
た
め
の
専
門
家
派
遣
事

業
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

道
の
駅
に
非
常
に
長
け
て
い

る
、
ま
た
は
実
績
の
あ
る

方
々
を
公
募
し
て
、
条
件
が

合
致
す
れ
ば
採
用
す
る
方
向

で
考
え
て
い
る
。
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　町政のそこが聞きたい　

福
祉
課
参
事

函館本線山線も再検討すべき

町長 バス転換の中で最善の方策を

今
年
の
夏
の
本
町
に

お
け
る
熱
中
症
に
よ

る
救
急
搬
送
者
数
は
。

命
を
守
る
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
、
学
校

の
保
健
室
に
は
来
年
度
真
っ

先
に
と
い
う
か
、
必
ず
つ
け

て
ほ
し
い
が
、
い
か
が
か
。

小
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
は

教
育
長　

大
規
模
改
修
時
冷
房
設
置
を
検
討

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

並
行
在
来
線
運
行
期

間
に
つ
い
て
は
、
並

行
在
来
線
山
線
は
最
低
で
も

新
幹
線
延
伸
開
業
ま
で
は
運

行
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
町
長
の
考
え
は
。

保
健
室
と

い
う
の
は
、

体
調
が
悪
い
子
ど
も
が
集
ま

教
育
長

今年の夏は特に気温が高い日が続きました

問

問

問

町
長
５
月
か
ら
９
月

９
日
の
期
間
に

お
い
て
６
名
と
な
っ
て
い
る
。

極
端
な
高
温
時
に
暑

さ
を
避
け
る
た
め

の
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
」
を
町
で
指
定
す
る
考

え
は
。

問ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
首
長
の

指
導
の
下
で
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
提
案
し

て
い
き
た
い
。

町
長
上
村
議
員
と
同

じ
考
え
で
あ
る
。

開
業
と
同
時
に
並
行
在
来
線

を
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
で

最
初
か
ら
来
て
い
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
も
多
分
そ
の
よ
う
な
思

い
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。

余
市
・
小
樽
間
に
つ

い
て
、
バ
ス
転
換
で

鉄
道
と
同
程
度
の
輸
送
力
を

確
保
で
き
る
の
か
、
疑
問
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
も
し
、

再
度
余
市
町
ま
で
鉄
道
を
残

す
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
時

に
、
本
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

問町
長
非
常
に
歯
が
ゆ

い
部
分
も
あ
る
。

残
せ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

町
で
負
担
を
で
き
る
の
か
と

い
う
部
分
で
は
、
と
て
も
で

き
な
い
と
考
え
る
。

る
場
所
で
も
あ
る
た
め
、
そ

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
の
予
算
要
求
、
ま
た
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
こ
れ
か
ら
入
る

た
め
、
そ
の
段
階
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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全員協議会全員協議会
本町に合った本町に合った

　

本
町
で
は
、
役
場
庁
舎
等

複
合
施
設
の
屋
上
や
壁
面
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
の
設
置
に
向
け
た
調
査
や
、

野
焼
き
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
等
の
排
出
解
決
の
た
め
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
係
る
事

業
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

お
り
、
今
年
度
の
事
業
経
過

や
委
託
業
務
の
内
容
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

こ
の
事
業
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の

費
用
対
効
果
が
あ
る
の
か

等
、
書
面
で
は
な
く
、
現
地

に
行
っ
て
調
査
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

い
わ
ゆ
る
物
を
作
る
と

か
で
、
定
型
化
・
平
準
化
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
、
町
と
し
て
の
独
自
性

ＱＡ

１０月　５日１０月　５日

　
　

古
平
町
の
庁
舎
で
は
南

面
の
窓
全
て
に
太
陽
光
発
電

機
能
を
備
え
て
い
る
と
聞
い

た
が
、
本
町
で
は
検
討
で
き

な
い
の
か
。

　
　

検
討
し
て
い
る
。
メ
ー

カ
ー
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
よ
り
は
発
電

量
が
落
ち
る
点
、
単
価
が
高

い
点
、
取
付
可
能
な
タ
イ
プ

が
限
定
さ
れ
る
点
な
ど
の
リ

ス
ク
を
確
認
し
て
い
る
が
、

今
後
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

ＱＡ

10 月５日の全員協議会では、令和５年度仁
木町エネルギー転換実証事業委託業務に関す
る件について協議しました。

　
　

プ
ー
ル
横
の
町
有
地
に

縦
型
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
建
て

Ｑ

Ａ

を
も
っ
た
も
の
を
リ
ス
ク
を

伴
っ
た
中
で
実
証
し
て
い
く

と
い
う
事
業
で
あ
る
。

　

ト
マ
ト
の
剪
定
枝
を
含
め

た
、
バ
イ
オ
炭
と
い
う
部
分

で
仁
木
町
独
自
の
資
源
を
活

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
実

証
事
業
で
あ
り
、
仁
木
が
モ

デ
ル
と
な
っ
て
全
国
に
発
信

し
て
い
く
よ
う
な
内
容
で
あ

る
た
め
、
趣
旨
を
踏
ま
え
た

中
で
事
業
展
開
に
理
解
を
頂

き
た
い
。

た
時
も
、
大
丈
夫
な
の
か
と

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
今

回
は
、
煙
が
出
る
と
い
う
話

な
の
で
、
町
民
か
ら
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
周
知
徹

底
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か

が
か
。

　
　

プ
ー
ル
の
関
係
で
、
そ

の
よ
う
な
声
が
あ
る
と
い
う

の
は
初
め
て
伺
っ
た
。

　

今
回
の
バ
イ
オ
炭
に
つ
い

て
は
、
周
辺
住
民
の
方
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
詳

し
く
説
明
し
た
い
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
す
る
説

明
の
場
を
設
け
た
い
。

縦型太陽光パネルは降雪地域で有効と言われています

再生可能エネルギーは再生可能エネルギーはバイオ炭製炭炉バイオ炭製炭炉
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▼
件
名

　
「（
仮
称
）
古
平
・
仁
木
・

　

余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

　

事
業
」
に
反
対
す
る
陳
情

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会

で
は
、
「
仁
木
町
の
風
力

発
電
を
考
え
る
会
」
か
ら

『
「
（
仮
称
）
古
平
・
仁

木
・
余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
事
業
」
に
反
対
す
る
陳

情
』
が
提
出
さ
れ
、
総
務
経

済
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

陳
情
の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
す
。 陳

情

▼
提
出
者

　
「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を

　

考
え
る
会
」

　
　
　

代
表

　
　
　
　

穂　

積　

豊　

仁

再度の陳情 風力発電再度の陳情 風力発電
常任委員会常任委員会

付託案件審査付託案件審査

　陳情とは特定の事項についての利害関係を有する住民が、官公署にその実情を訴え、当局の適切な措置を要
望する行為のことですが、法的保護を受けるものではありません。

　審査にあたっては、通常、日時を要することから、議会の議決を経て、所管の常任委員会等に付託され、委
員会で内容や提出理由等を聞き、審査を行い、本会議に諮って「採択・不採択」を決定します。

　採択された陳情は、必要に応じてそれぞれの関係のある執行機関に送付され処理されることになります。議
会には、その処理の経過や結果について報告を受けるなどし、関心を持ち、住民に対する政治的責任を果たす
ことが求められています。

ニキボーのなになに？

陳情とは

陳
情
要
旨
（
原
文
）

　

事
業
主
・
関
西
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
「
（
仮

称
）
古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事

業
」
計
画
に
全
面
反
対
し
、
こ
こ
に
白
紙
撤
回
を
求

め
ま
す
。

【
反
対
理
由
】

①
土
砂
災
害
・
水
質
悪
化
の
懸
念

②
自
然
生
態
系
の
破
壊
と
鳥
獣
移
動
に
よ
る
人
身
危

　

害
や
営
農
被
害
の
懸
念

③
（
超
）
低
周
波
音
な
ど
に
よ
る
健
康
被
害
の
懸
念

④
建
設
計
画
地
が
社
会
福
祉
施
設
に
近
接
す
る
懸
念

⑤
風
力
発
電
が
風
で
回
転
し
て
い
な
い
根
本
問
題
に

　

つ
い
て

　

建
設
予
定
地
に
近
接
す
る
銀
山
で
は
約
９
割
、
仁

木
町
全
体
で
は
約
４
割
、
道
内
外
の
ネ
ッ
ト
署
名
を

合
わ
せ
て
約
１
万
６
０
０
０
筆
の
署
名
が
集
ま
り
、

町
並
び
に
議
員
が
反
対
意
思
を
無
視
で
き
な
い
現
況

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
意
見
を
聞
き
、
議

員
相
互
の
活
発
な
議
論
を
充
分
尽
く
し
、
町
会
議
員

と
し
て
信
任
付
託
の
責
を
果
た
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

熱
心
か
つ
誠
実
な
審
議
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

絆絆絆～ 子子子子子子ののつつつつつななながががががががりりりり～～ まちちちちちのの人人人人人人人人人絆絆絆絆絆絆絆～～親親親親親親親子子子子子子ののののののつつつつつななななななががががががががりりりりりり～～・・ままままままちちちちちちのののののの人人人人人人人人
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酒
井　

雄か
つ

大ひ
ろ

さ
ん
（
銀
山
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

野
崎
明
廣
）

色
々
な
視
点
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見
を

　

連
載
32
回
目
は
、
銀
山
在
住
の
酒
井
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
２
人
の
４
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
農
産
物
や
食
品
を
扱
う
会
社
に

勤
め
て
い
ま
す
。 

傍
聴
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
︒

 

発
⾔
す
る
議
員
と
発

⾔
し
な
い
議
員
と
に
︑

偏
り
が
あ
る
と
思
い
ま

す
︒

議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
興
味
は
あ
り
ま
す
か
。

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

⼤
⾃
然
の
中
で
︑
誰
も
彼
も
ど
ん
な
⽣
き

物
と
で
も
︑
⼿
を
繋
ぎ
︑
助
け
合
っ
て
⽣
き

て
い
け
る
よ
う
育
っ
て
く
だ
さ
い
ね
︒

　

「
自
然
の
中
で
子
育
て
を
し
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
昨
年
、
仁
木
町
へ
移
住
し
た
酒
井

さ
ん
。

　

近
年
、
人
口
減
少
に
よ
り
、
学
校
な
ど
も
集

約
化
さ
れ
て
い
る
中
で
、
銀
山
地
区
の
在
り
方

は
と
て
も
魅
力
的
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

移
住
者
と
し
て
の
貴
重
な
声
を
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
し
た
い
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

まちのまちのイベントイベントを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

︵
取
材
・
記
事　

佐
藤
秀
教
︶

 　  　 楽しくいこうよ楽しくいこうよ
　

「
こ
ぶ
し
の
板
さ
ん
」
と
し
て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
２
千
万
回
以
上
の
視
聴

回
数
を
誇
る
木
下
さ
ん
は
、
12
歳
か
ら
夕
張
で
日
本
料
理
の
修
業
を
始
め
、
東

京
新
宿
、
銀
座
で
修
行
を
重
ね
、
板
前
と
し
て
日
本
各
地
で
腕
を
磨
き
、
８
年

前
に
本
町
の
砥
の
川
に
「
季
節
料
理
こ
ぶ
し
」
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

後
志
管
内
で
提
供
し
て
い
る
店
は
少
な
い
と
い
う
ス
ッ
ポ
ン
料
理
と
、
お
店

の
周
り
の
ア
ジ
サ
イ
を
売
り
に
し
て
い
る
木
下
さ
ん
で
す
が
、
木
下
さ
ん
の
人

柄
に
惹
か
れ
て
来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ん
も
少
な
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

「
地
元
の
方
は
わ
か
ら
な
い
と
思
う
が
、
海
、
山
、
川
が
近
く
に
あ
り
、
米

や
く
だ
も
の
、
野
菜
が
採
れ
、
札
幌
に
も
近
い
環
境
は
な
か
な
か
な
い
。
」
と

仁
木
町
の
魅
力
を
語
る
木
下
さ
ん
。

　
　
　
　

板
前　

木
下　

義
光

さ
ん

　

議
会
に
対
し
て
は
、
「
田
舎
の
良
さ
を
売

り
に
、
気
張
ら
ず
、
急
が
ず
、
仁
木
町
は
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
。
上
手
く
い

か
な
い
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、
ケ
チ
を
つ
け

た
ら
か
わ
い
そ
う
。
楽
し
く
い
こ
う
よ
。
」

次の議会は

12月12月

定例会定例会
（12月下旬開催予定）

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
等
の
挨
拶
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

商標登録第６３９８２５４号、６３９８２５５号ニキボーⓇは一般社団法人仁木町観光協会の登録商標です。

季
節
料
理　

こ
ぶ
し

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
は
「
富
良
野
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
、
東
藻
琴
の

芝
桜
の
よ
う
に
、
『
ア
ジ
サ
イ
と
言
え
ば
仁
木
』
と
な
る
く
ら
い
、
ア
ジ

サ
イ
を
増
や
し
た
い
。
」
と
、
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夏
は
ア
ジ
サ
イ
を
見
な
が
ら
料
理
を
楽
し
み
、
冬
は
木
下
さ
ん
と
の
軽

快
な
ト
ー
ク
を
楽
し
み
な
が
ら
料
理
を
食
べ
る
。
な
ど
、
季
節
ご
と
の
楽

し
み
方
が
あ
る
お
店
に
、
み
な
さ
ん
も
行
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 

す
ぐ
近
く
の
⽀
流
に
鮭
が
上
っ
て
き
た

り
︑
道
路
脇
に
ぐ
み
の
⽊
が
⽣
え
て
い
た
り

と
︑
⾃
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
︒

銀
⼭
の
⼤
⾃
然
の
中
で
⼦
育
て
が
で
き
て
︑

と
て
も
満
⾜
し
て
い
ま
す
︒

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

◆編集・発行責任者

議　長 横関　一雄

◆議会広報編集特別委員会

委員長 嶋田　　茂
副委員長 佐藤　秀教
委　員 前田　春奈　
　　　 山内　健生

　　　 木村　章生

　　　 野崎　明廣

　　　 宮本　幹夫

　　　 上村智恵子

 

銀
⼭
保
育
所
は
︑
な
ん
と
し
て
も
維
持
し

て
ほ
し
い
で
す
︒
あ
り
が
た
い
こ
と
に
︑
銀

⼭
地
域
の
⽅
は
様
々
な
取
組
を
⾏
っ
て
お

り
︑
と
て
も
魅
⼒
的
な
地
域
で
す
が
︑
保
育

所
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
︑
⼦
育
て
世
帯

仁
木
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

は
移
住
先
と
し
て
選
ば
な
い
で
し
ょ
う
︒

 

移
住
の
受
⼊
先
と
し
て
︑
可
能
性
を
絶
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
︒

 

最
終
的
な
結
論
は
同
じ
で
も
︑
そ
こ
に
⾄

る
考
え
⽅
は
議
員
の
数
だ
け
あ
る
と
思
う
の

で
︑
⾊
々
な
視
点
か
ら
の
意
⾒
を
た
く
さ
ん

出
し
て
︑
町
政
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
感

じ
ま
す
︒

YouTube で板さんの
雄姿をチェック！


